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研究要旨 

DPC データベースはわが国の急性期入院患者の 50％以上を占める大規模な診療報酬データベ

ースであり，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んでいる。これらを有効活用することによ

って種々の臨床疫学研究やヘルスサービスリサーチが可能である。令和４年(2022 年)には DPC

データベースを用いた臨床疫学研究およびヘルスサービスリサーチの原著論文が 52 編、本分担

研究チームから英文誌に掲載された。DPC データベースの利活用はエビデンスに基づく医療に

貢献し、日常臨床のプラクティスの改善に資するものである。 

研究目的 

DPC データ調査研究班は，参加各施設のスタ

ッフや臨床各専門家のご協力の下，DPC デー

タの収集・分析を進めてきた。DPC データベ

ースはわが国の急性期入院患者の約 50％以上

を占める大規模な診療報酬データベースであ

り，詳細なプロセス情報とコスト情報を含ん

でいる。これらのデータを利用して，患者集

団を対象とした臨床疫学やヘルスサービスリ

サーチが可能である。 

令和４年には DPC データベースを用いた臨床

疫学研究およびヘルスサービスリサーチの原

著論文が５２編、英文誌に掲載された。本報

告では，DPC データを用いた臨床疫学研究の

具体例を１つだけ紹介する。外科領域のジャ

ーナルである Surgery に掲載された論文であ

る[26]。すべての成果は「E.研究発表」の論文

リストを参照されたい。 

胃十二指腸潰瘍穿孔の術後死亡リスクを推定

するための従来の予測モデルは、最適な予測能

力があるとは言い難い。我々 
 
は，術後死亡率を予測するための新しい機械学

習モデルと整数ベースのスコアを 
開発し，検証することを目的とした． 
 
B. 研究方法 

DPC データベースを用いて，外科的修復を受

けた胃十二指腸潰瘍穿孔の患者をレトロスペ

クティブに同定した．2010 年 7 月から 2016
年 3 月までの deriviation cohor において，45
個の予測因子候補を用いて，Lasso 回帰と

XGBoost という 2 つの機械学習ベースのモデ

ルを開発した。さらに Lasso 回帰における重

要な変数を含む，臨床で使用できる整数ベース

のスコアを開発した．2016 年 4 月から 2017



年 3 月までの validation cohort において、従

来の ASA リスクスコアと比較し、曲線下面積

（AUC）を計算することでモデルの予測性能

を測定した。 

 

C. 研究結果 

25,886 人の患者のうち、1176 人（4.5％）が外

科的修復後に死亡した。Varidation cohort で

は、Lasso と XGBoost が ASA スコアよりも有

意に高い予測能力を示した（Lasso AUC=0.84; 
95% 信頼区間  0.81-0.86; ASA score AUC= 
clinical usability 0; 95% 信頼区間 0.65-0.74, 
P<0.001）．13 の因子からなる整数ベースのリ

スクスコアは，Lasso や XGBoost と同様の予

測能力を有していた（AUC=0.83；95%信頼区

間 0.81-0.86］）．整数ベーススコアでは，低ス

コア（スコア，0），中程度（1～2），高スコア

（3～4），超高スコア（≧5）群で，死亡率はそ

れぞれ 0.1％，2.3％，9.3％，29.0％であった． 
 
D．考察 

機械学習モデルと整数ベースのリスクスコア

は、胃十二指腸潰瘍穿孔の術後死亡リスクを予

測する上で良好な結果を示した。これらのモデ

ルは意思決定に役立つと思われる。 

 

近年は、大規模なリアルワールドデータ(real 

world data, RWD)を用いた観察研究デザインに

よる質の高い臨床研究が世界的に増加してい

ます。本研究もそのひとつである。 

RWDを用いる研究では、適切に研究テーマを

設定し、うまく研究対象を選定し、潜在的な

交絡因子となるデータを網羅的にデータベー

スから抽出する必要がある。その上で、本研

究で実施したような適切な統計手法を実施す

ることが求められる。 

 

本報告で紹介したように，DPC データに含ま

れる詳細なプロセス情報等を有効活用するこ

とにより，種々の臨床疫学分析が可能である。

今後さらに経年的にデータを蓄積し，DPC デー

タベースをわが国の臨床疫学・ヘルスサービス

リサーチ発展のために役立てていくことが肝

要である。 
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